4 課文法の説明Explicación de la gramática

１．点過去．規則変化
過去の事実を「一時点において終わったこと」としてとらえる．日本語にすると「…した」，「…だった」と訳せることが多い．語形は，次の表のように-ar 動詞と-er 動詞・-ir 動詞の2 種類で異なる．ar 動詞では語根にé，aste，ó，amos，asteis，aron という点過去の活用語尾をつける．-er 動詞と-ir 動詞では，語根にí，iste，ió，imos，isteis，ieron という活用語尾をつける．強勢の位置は移動せず常に活用語尾にある．
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２．所有形容詞
(1)「所有」を示す形容詞には名詞の前に置かれる形（前置形）と，名詞の後に置かれる形（後置形）がある．前置形はアクセントをつけないで次の名詞に続けて読む．後置形には強勢がある．
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（2）前置形は所有を示して名詞を修飾するだけでなく，定冠詞の役も果たしている．よって，名詞にさらに冠詞をつけてはならない．
（3）後置形は所有を示すだけで，定冠詞の役を果たしていない．よって，名詞には改めて冠詞をつけることができる．後置形に定冠詞だけをつければ「…のもの」という意味の所有代名詞となる．定冠詞はそれが指す名詞に一致する．漠然とものを指すときはloという中性定冠詞を使う．また，後置形はser 動詞などの主語の補語としても使われる．
Un amigo mío desea hablar con usted.

一人の私の友人があなたとお話をしたいそうです．
El resultado de mi suma no cuadra con la tuya.

私の合計が君のと一致しない．
Lo nuestro es suyo y viceversa.

私たちのものはあなたのもので，その逆も言える．
【語句】desea<desear［他動］望む; resultado［男名］結果; suma［女名］足し算; cuadra<cuadrar［自動］（…と[con]）一致する; y viceversa［成句］逆も正しい．
（4）su の意味．su は3 人称の所有形容詞なので，él，ella，usted，ellos，ellas，ustedes，そして一般に「物」や「事」，すなわち1 人称と2 人称以外のすべての人と物の所有形である．単にsu problemaというと「彼の・彼女の・あなたの（敬語）・その・彼らの・彼女らの・あなた方の（敬語）・それらの問題」というように，様々な意味になる．sus problemas にしても，problema の意味が複数になっただけで同様である．これを防ぐために，「所有」の意味のdeをつけて，人称代名詞を用いることがある．例: la casa de ellos「彼らの家」，la casa de usted「あなたの家」．
（5）ここで，所有形容詞の複数形に注意しよう．複数形はsu libro「彼の本」> sus libros「彼の本（複）」のように名詞の数に一致してできる．これは意味とは関係がなく，単なる文法上の形式的な一致にすぎない．su > sus を「彼の」から「彼らの」というように意味を変えてはならない．一般に形容詞の性と数の語形変化は意味には関わらない．一方，名詞の複数形はもちろん「複数」の意味を帯びる．
３．指示形容詞と指示代名詞
指示形容詞には，おおむね「この」，「その」，「あの」にあたる近称，中称，遠称のeste，ese，aquel がある．それぞれ修飾したり，指示したりする名詞の性・数によって次のように変化する．
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（1）指示代名詞は指示形容詞とよく似ているが，男性形と女性形にはアクセント符号をつける．☆これは義務ではないので，アクセント符号のない形もしばしば見られる．
éste, éstos, ésta, éstas

ése, ésos, ésa, ésas

aquél, aquéllos, aquélla, aquéllas

（2）指示代名詞にはesto, eso, aquello という中性形もある．「このこと」，「そのこと」，「あのこと」などの意味になる．次のような疑問文で用いる．例:¿Qué es esto?「これは何ですか?」
４．否定語
次のように，代名詞，形容詞，副詞，接続詞に「否定」を示す語がある．これらは，動詞の後にあれば，動詞にno があって否定文を作るが，動詞の前にあるときはno が現れない．
代名詞：nadie, nada, ninguno (ninguna).

形容詞：ninguno [ningún] (ninguna).

副詞：nunca, ni, jamás, tampoco, apenas.

接続詞：ni, ni... ni...

それぞれ，次の語の否定（反意）語である．
alguien「誰か」→ nadie「誰も…ない」
algo「何か」→ nada「何も…ない」
alguno 「あるもの，ある人; どれかの」→ ninguno「どれも…ない，誰も…ない; どの～も…ない」
siempre「いつも」→ nunca，jamás「決して…でない」
también「～もまた…である」→ tampoco「～もまた…でない」
casi「ほとんど…である」→ apenas「ほとんど…でない」
aún「～さえ…である」→ ni「～さえ…でない」
y「そして…である」→ ni「…もない」
tanto ～ como ～ → ni ～ ni ～「～も～も…である」「～も～も…でない」
